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これまでの協議の場における議論の振り返り 

 

１ 基地化への不安・不満 

（１）市民の分断 
  【西之表市からの確認事項】 

・種子島島内の分断も懸念 

・これ以上、分断が進まないよう市が中心となり対応すべきでは。 

【協議状況】 

・基地の存在や訓練が及ぼす影響等について、協議の場等を通じて議論していく。＜第

１回：西之表市＞ 

 

（２）軍事施設による心理的負担 

  【西之表市からの確認事項】 

   平和的思想、戦争への加担、軍事施設への恐怖 

  【協議状況】 

・自衛隊は地域における伝統行事やスポーツイベントの支援、清掃等の奉仕活動への参

加等、地域主催の様々なイベントに参加し、地域社会に貢献する活動に積極的に取り組

んでいる。＜第３回：防衛省＞ 

・自衛隊の活動への理解を深めてもらうとともに、地域を盛り上げていくため、自衛隊

施設や公共施設等を利用した交流事業・活動に、地域住民を招待している。＜第３回：

防衛省＞ 

 

（３）基地関連交付金への依存 

  【西之表市からの確認事項】 

   ・基地経済への依存体質の懸念     

  【協議状況】 

・飛行場及び港湾施設の整備・運用に際し、安心・安全はしっかりと確保していただき

たいが、航空機の訓練等による万が一の事故等が発生した場合に備えて、例えば、救急

車や消防車の拡充、防災無線等の整備など、財政的な需要は高まると考えている。＜第

３回：西之表市＞ 

   ・防衛施設の設置により、様々な行政需要が見込まれるところ、再編交付金を有効活用

していただくことにより、結果として、市の財政的負担軽減にもつながるものと考えて

いる。＜第３回：防衛省＞ 

 

（４）水産業への影響 

【西之表市からの確認事項】 

・馬毛島周辺での漁場の喪失 

・港整備に伴う漁獲量の減少 

・調査や工事による海への影響（土砂流出による漁獲量の減少） 

・漁業補償も少額 
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【協議状況】 

   ・港湾施設整備のための海上工事に伴い漁業への影響が一定程度見込まれることから、

地元の方々が漁業経営上被る損失を適切に補償することが不可欠であり、補償額を適切

に算定するため、昨年６月から調査を実施しているところである。この調査結果に基づ

き、関係機関との調整も踏まえ、漁業補償額を決定していく考えである。＜第３回：防

衛省＞ 

 

（５）経済への影響 

【西之表市からの確認事項】 

   ・ＪＡＸＡ撤退の懸念 

   ・移住者減少 

  【協議状況】 

・観光客の方々に不安なく来ていただける種子島を最大限アピールしていくために、自

衛隊施設の整備によるマイナスイメージがあるとすれば、それを払しょくできる観光業

に係る魅力ある事業を推進していきたいと考えている。＜第３回：西之表市＞ 

・馬毛島問題に係る各種団体等との意見を聞く会において、隊員が地域イベントに参加

することや隊員が居住することにより、経済が活性化することについて期待する声があ

った。＜第３回：西之表市＞ 

 

（６）自然環境への影響 

【西之表市からの確認事項】 

・戦闘機による大気汚染 

・工事による海洋汚染 

・港整備による海流の変化 

・環境アセスメントの結果は反映されないのか。 

【協議状況】 

   ・航空機騒音について、方法書に関する市の意見も考慮し、予測地点を追加するととも

に、最大騒音レベルの予測コンターを準備書において示した。＜第５回：防衛省＞ 

   ・葉山漁港周辺において歴史・文化を残しながら市民が自由に交流できる場をつくるこ

とについては、引き続き調整させていただきたい。＜第３回：西之表市＞ 

   ・旧小中学校用地を取得したいと考えており、本件についても引き続き調整させていた

だきたい＜第３回：防衛省＞ 

 

（７）騒音 

  【西之表市からの確認事項】 

   ・日常生活や睡眠への影響 

   ・種子島上空での飛行の懸念 

   ・畜産への影響 

【協議状況】 

・自衛隊の訓練、米軍が行うＦＣＬＰにおいて、緊急時等を除き、種子島上空を飛行経
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路とすることはない。＜第３回：防衛省＞ 

   ・航空機の運航による騒音の予測結果は、環境保全目標である環境基準を満たすものと

評価している。また、馬毛島の施設の運用開始後３年程度、航空機騒音に関して自主的

な「環境監視調査」を実施する予定。＜第５回：防衛省＞ 

   ・防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律に基づき、自衛隊等の航空機の離着陸

等により生じる音響を防止し、又は軽減するため、地方公共団体その他の者が行う小・

中学校、幼稚園、病院、身体障害者福祉センター等の防音工事に対し、その費用の全部

又は一部を補助している。＜第２回：防衛省＞ 

   ・再編交付金を活用して、住宅等の防音工事を実施することも可能である。＜第２回：

防衛省＞ 

 

（８）治安 

【西之表市からの確認事項】 

・基地関係者のトラブル懸念 

・反対勢力の移入（反社会勢力も含む） 

・米軍への不安（自衛隊は良いが米軍は不安） 

【協議状況】 

 ・ＦＣＬＰ実施時において、米軍関係者が種子島に滞在することはない。＜第６回：防

衛省＞ 

 ・現時点では、馬毛島基地（仮称）において米軍の空母艦載機着陸訓練（ＦＣＬＰ）し

か実施しない。＜第６回：防衛省＞ 

 ・ＦＣＬＰ実施時における連絡態勢は、市と調整した上で、できる限りの対応をしたい。

＜第６回：防衛省＞ 

 

（９）安心・安全 

  【西之表市からの確認事項】 

   ・軍用機による事故 

   ・テロの標的 

   ・地位協定の存在 

  【協議状況】 

   ・被害に遭われた方々に対する迅速かつ適切な補償に努めている。＜第６回：防衛省＞ 

・我が国を取り巻く安全環境が一層厳しさを増す中、日米安保体制に基づく日米同盟が、

わが国の平和と安定に寄与する抑止力として十分に機能するためには、在日米軍のプレ

ゼンスが確保されていることや、在日米軍が緊急事態に迅速かつ機動的に対応できる態

勢が、平時から我が国とその周辺でとられていることなどが必要。＜第６回：防衛省＞ 

   ・事件・事故発生時の対応において、「在日米軍に係る事件・事故発生時の通報手続（平

成９年日米合同委員会合意）等に基づき、関係地方公共団体を含む関係機関への迅速な

情報提供に努めている。＜第６回：防衛省＞ 

 

２ 基地化への期待・要望 
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（１）交付金による恩恵 

【西之表市からの確認事項】 

・公共サービスの充実 

・公共料金等の値下げ 

・公共施設等の新設・改修 

・産業への助成 

 【協議状況】 

   ・防衛省の補助事業対象施設を視察（公園、小中学校、公民館、漁協等）＜第４回：西

之表市・防衛省＞ 

 

（２）隊員宿舎設置による恩恵 

【西之表市からの確認事項】 

  ・人口増（大字活性化、隊員の子供の増加による学校の存続） 

  ・経済の活性化（地場産品の消費拡大、税収の増、隊員家族による雇用創出） 

  ・隊員の地域貢献（地域行事への参加、スポーツ活動への参加［県下一周駅伝等］） 

【協議状況】 

・自衛隊は地域における伝統行事やスポーツイベントの支援、清掃等の奉仕活動への参

加等、地域主催の様々なイベントに参加し、地域社会に貢献する活動に積極的に取り組

んでいる。＜第３回：防衛省＞ 

   ・自衛隊の活動への理解を深めてもらうとともに、地域を盛り上げていくため、自衛隊

施設や公共施設等を利用した交流事業・活動に、地域住民を招待している。＜第３回：

防衛省＞ 

 

（３）馬毛島（種子島）への自衛隊基地設置に係る恩恵 

【西之表市からの確認事項】 

・救急搬送及び災害時の速やかな対応 

・基地交付金による財源創出（馬毛島基地に係る固定資産税代替分） 

・基地活動に伴う経済の活性化（働く場所の確保、新規工事発注） 

・整備工事による経済の活性化 

 【協議状況】 

   ・自衛隊は、大規模災害などの各種の災害に迅速かつ的確に対応するため、各種の防災

訓練を実施しているほか、地方公共団体などが行う防災訓練にも積極的に参加し、関係

機関との連携強化を図っている。＜第３回：防衛省＞ 

 

（４）国防・安全保障への貢献 

【西之表市からの確認事項】 

  ・国を守るための施設 

  ・沖縄の負担軽減 

  ・日米合意の重さ 

【協議状況】 
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  ・日米同盟の意義について理解が深まった。日米でグローバルな安全保障環境の一層の

安定化に向けた取組を目に見える形で進めること等により、安全・安心につなげてほし

い。＜第６回：西之表市＞ 

 










